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屋久島町議会だより

第２回定例会報告

令和2年9月　第51号 (2)) 

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度

へ
事
業
費
を
繰
り
越
し
た
上
屋
久

永
田
港
災
害
復
旧
事
業
、
町
道
椨

川
宇
都
線
災
害
復
旧
事
業
な
ど
一

般
会
計
予
算
33
事
業
に
つ
い
て
、

繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
、

こ
れ
を
報
告
す
る
も
の
。

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

へ
事
業
費
を
明
許
繰
越
し
た
林
道

口
永
良
部
島
線
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
、
工
事
完
成
が
令
和
２
年

度
へ
延
期
さ
れ
た
た
め
事
故
繰
越

し
繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の

で
、
こ
れ
を
報
告
す
る
も
の
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

永
田
分
団 

永
田
班
に
配
備
し

て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
、

購
入
か
ら
20
年
近
く
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
更
新
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
６
社
を
指
名

し
５
月
18
日
に
入
札
を
執
行
し
た

結
果
、
２
，
１
８
９
万
円
で
、
鹿

児
島
森
田
ポ
ン
プ
株
式
会
社
が
落

札
し
た
の
で
、
代
表
取
締
役　

尾

曲　

昭
二　

と
物
品
の
売
買
契
約

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

屋
久
島
山
岳
部
保
全
利
用
協
議

会
職
員
に
よ
る
世
界
自
然
遺
産
屋

久
島
山
岳
部
環
境
保
全
協
力
金
横

領
事
件
に
関
し
て
は
、
未
納
の
協

力
金
の
回
収
を
図
る
た
め
、
協
議

会
に
代
位
し
て
訴
え
提
起
前
の
和

解
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
と
し
、

令
和
２
年
第
１
回
屋
久
島
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
議
決
を
得
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
相
手
方

か
ら
和
解
手
続
き
に
は
応
じ
ら
れ

な
い
旨
の
申
し
出
が
な
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
改
め
て
出
訴
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治
法
第

96
条
第
１
項
第
12
号
の
規
定
に
基

づ
き
議
決
を
求
め
る
も
の
。

屋
久
島
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
及
び
口
永
良
部
島
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
の
５
か
年
を
計
画
期
間
と

し
、
各
施
設
に
つ
い
て
整
備
計
画

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
令
和
２
年
度
の
起
債
額
に
つ

い
て
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
国
の

印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要
領
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
所

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は

成
年
被
後
見
人
が
印
鑑
の
登
録
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
印

鑑
の
登
録
資
格
に
係
る
規
定
を
整

備
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
職
員
等
の
旅
費
に
係
る

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

旅
費
に
つ
い
て
実
費
負
担
額
な

ど
を
考
慮
し
た
見
直
し
を
行
う
た

め
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

屋
久
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び
屋
久

島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
と
き
又
は
発
熱
等
の

症
状
が
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
療
養
し
、
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
被
保

険
者
で
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
一
定
期

間
に
限
り
傷
病
手
当
金
を
支
給
す

会　　期 6月12日～ 6月24日

審議内容

補正予算案＝７件　
同意案＝14件
その他＝５件
契約案＝２件
報告＝２件
条例案＝９件
陳情・請願＝２件

６月定例会報告令和２年
第　２　回

月　　日 曜 会議別 日　　　　程

6月12日 金 本会議 ○開　　会

15・16日 月・火 本会議 ○一般質問

17日 水
本会議
委員会

○一般質問
○産業厚生常任委員会

18日 木 委員会
○総務文教常任委員会
○産業厚生常任委員会

19日 金 委員会 ○総務文教常任委員会

24日 水 本会議 ○最終本会議
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る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

土
地
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
低
未
利
用
土

地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲

渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特
例
の
創

設
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
長

期
譲
渡
所
得
及
び
短
期
譲
渡
所
得

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

の
特
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

屋
久
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
低

所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減

強
化
の
完
全
実
施
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
お
け
る
保
険
料
の
減
免
に
対

応
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
営
単
独
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

屋
久
島
電
工
株
式
会
社
と
建
物

賃
貸
借
契
約
を
行
っ
て
い
る
城
ヶ

平
団
地
で
、
入
居
者
が
退
去
し
た

こ
と
に
伴
い
空
き
室
が
発
生
し
た

た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

屋
久
島
町
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、同
法
の
題
名
が「
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の

推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

ら
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

歳
出
予
算
の
主
な
も
の
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
伴
う
人
件
費

の
調
整
の
ほ
か
、
総
務
費
で
は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
業
務
委
託
、
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

等
補
助
金
、
電
話
設
備
移
設
業
務

委
託
、
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

耐
震
診
断
業
務
委
託
に
係
る
経
費

な
ど
を
、
民
生
費
で
は
、
住
宅
確

保
給
付
金
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
に
係
る
経
費
な
ど

を
、
衛
生
費
で
は
、
ご
み
処
理
施

設
火
災
に
係
る
修
繕
経
費
な
ど

を
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
、
農
業
次
世

代
人
材
投
資
資
金
、
果
汁
絞
り
機

購
入
、
小
島
加
藤
次
用
水
路
延
長

工
事
に
係
る
経
費
な
ど
を
、
商
工

費
で
は
、
特
定
経
営
基
盤
維
持
事

業
補
助
金
、
滞
在
型
観
光
促
進
業

務
委
託
、
屋
久
杉
自
然
館
高
圧

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
修
繕
及
び
本
館
ト

イ
レ
改
修
に
係
る
経
費
な
ど
を
、

土
木
費
で
は
、
荒
川
線
法
面
補

修
、
長
間
川
緊
急
自
然
防
災
対
策

事
業
に
係
る
経
費
な
ど
を
、
消
防

費
で
は
、
防
災
行
政
無
線
設
備
移

設
業
務
委
託
に
係
る
経
費
な
ど

を
、
教
育
費
で
は
、
小
学
校
・
中

学
校
の
情
報
機
器
整
備
事
業
、
一

湊
小
黒
潮
学
童
ク
ラ
ブ
補
助
金
に

係
る
経
費
な
ど
を
計
上
。
財
源
と

し
て
は
、
国
・
県
支
出
金
、
繰
越

金
な
ど
を
充
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
億
８
，
１
２
２
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
２
０
億

６
，
１
５
４
万
９
，
０
０
０
円
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
施
設
管
理
費
に
係
る

事
業
費
の
増
額
を
繰
入
金
で
調
整

し
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
万
１
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
２
億
１
，
９
５
６
万
１
，

０
０
０
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
傷
病
手
当
金
な
ど
の
増
額

を
県
支
出
金
な
ど
で
調
整
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
０
万
５
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
17
億
９
，
８
６
９
万
９
，

０
０
０
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

包
括
的
支
援
事
業
費
の
増
額
な

ど
を
国
・
県
支
出
金
な
ど
で
調
整

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
58
万

８
，
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
14
億
９
，
２
３
０
万

６
，
０
０
０
円
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
人

件
費
の
増
額
を
諸
収
入
な
ど
で
調

整
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
２
４
万
５
，
０
０
０
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
１
億
７
，

５
０
９
万
４
，
０
０
０
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
船
舶
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い

て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る

人
件
費
、
フ
ェ
リ
ー
太
陽
臨
時
修

繕
費
な
ど
の
増
額
を
、
一
般
会
計

補
助
金
、
保
険
受
入
金
で
調
整

し
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
１

万
５
，
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
、
収
入
が
２
億
８
，

６
５
６
万
４
，
０
０
０
円
、
支
出

を
２
億
９
，
３
３
１
万
４
，
０
０

０
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
施
行

さ
れ
た
改
正
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、
農
業
委
員
の

選
出
方
法
が
、
公
選
制
か
ら
議
会

の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長

の
選
任
制
へ
と
移
行
さ
れ
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
条
例
等

に
基
づ
き
農
業
委
員
候
補
者
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
３
名
の
推
薦
、

11
名
の
応
募
が
あ
り
、
定
数
と
同

数
の
14
名
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
応
募
・
推
薦
の
あ
っ
た
候
補

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
書
面
に
よ

る
選
考
委
員
会
を
開
催
し
て
、
選

考
委
員
に
よ
る
意
見
の
報
告
を
受
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け
、
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
任
期
は
、
令
和
２
年
７
月

20
日
か
ら
令
和
５
年
７
月
19
日
ま

で
の
３
年
間
。

　

候
補
者
に
つ
い
て
は
、

　
　

大
角　

千
名
美
氏

　
　

黒
葛
原　

洋
子
氏

　
　

鎌
田　

秀
久
氏

　
　

日
高　

正
貴
氏

　
　

西
橋　

豊
啓
氏

　
　

亀
割　

義
一
氏

　
　

牧　

優
作
郎
氏

　
　

岩
川　

亜
希
子
氏

　
　

牧　
　

潤
三
氏

　
　

上
山　

竜
太
氏

　
　

岩
川　

原
造
氏

　
　

藤
原　

典
子
氏

　
　

平
田　

耕
作
氏

　
　

神
宮
司　

守
昭
氏

　

で
あ
る
。

　

以
上
、
14
名
を
、
新
た
に
屋
久

島
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
任

命
し
た
い
。

小
脇
清
保　
質
問
①　

暮
ら
し
体

験
住
宅
の
予
算
が
約
３
，
０
０
０

万
円
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
白
紙
撤
回
か
、一
時
保
留
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
再
度
見

直
し
、
庁
内
に
お
い
て
協
議
を
し

て
検
討
中
で
あ
る
。
今
年
度
に
つ

い
て
予
算
の
執
行
が
見
込
め
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
取
り
下

げ
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

小
脇
清
保　
質
問
②　

生
徒
た
ち

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
鹿
児
島
県
は

全
生
徒
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
い
つ
頃
ま
で
に
完
了
す
る

の
か
、
又
、
各
学
校
の
光
事
業
の

工
事
は
い
つ
が
最
終
年
度
か
。

教
育
振
興
課
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
予
算
成
立
後
、
県
が
音

頭
を
取
り
共
同
調
達
と
い
う
よ
う

な
運
び
と
な
る
。
そ
れ
か
ら
入
札

を
し
て
実
施
と
な
る
の
で
、
町
で

も
約
７
４
３
台
計
画
し
て
い
る

が
、
や
は
り
年
度
い
っ
ぱ
い
見
る

必
要
が
あ
る
。
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
金
岳
小
中

学
校
を
除
い
た
全
校
対
象
に
な
る

の
で
、
や
は
り
期
限
は
年
度
い
っ

ぱ
い
を
想
定
し
て
い
る
。

小
脇
清
保　
質
問
③　

国
の
特
別

給
付
金
が
約
５
０
０
件
近
い
未
申

請
が
あ
る
と
い
う
報
告
を
受
け
た

が
、
そ
の
後
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

解
決
を
し
た
か
。

政
策
推
進
課
長　
現
在
、
全
体
で

は
96
％
の
支
給
は
終
わ
っ
て
い

る
。
あ
と
実
際
に
受
け
取
ら
な
い

方
も
制
度
上
い
る
の
で
強
制
で
き

な
い
が
、
本
当
に
申
請
が
で
き
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
各
集
落
の
名

簿
を
見
な
が
ら
民
生
委
員
や
区
長

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

眞
邉
真
紀　
質
問
①　

ご
み
処
理

施
設
管
理
費
修
繕
費
の
１
，
８
０

０
万
円
ほ
ど
、
火
災
に
伴
う
も
の

か
。

生
活
環
境
課
長　
そ
う
で
あ
る
。

今
後
は
事
故
が
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
て
い
き
た
い
。

眞
邉
真
紀　
質
問
②　

堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
改
修
工
事
６
０
０
万
円
の

具
体
的
な
内
容
を
教
え
て
ほ
し
い
。

産
業
振
興
課
長
（
併
任
）
農
業
委

員
会
事
務
局
長　
平
野
の
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
改
修
工
事
で
あ
る
。
今

回
の
補
修
で
対
応
し
て
、
動
物
の

入
ら
な
い
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い

き
た
い
。
管
理
に
つ
い
て
も
苦
情

が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
業
者
と

生
活
環
境
課
と
も
連
携
を
し
て
今

後
や
っ
て
い
く
。

眞
邉
真
紀　
質
問
③　

観
光
関
連

事
業
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
、

支
援
の
事
業
者
の
対
象
は
あ
る
程

度
幅
が
あ
る
が
、
Ｑ
＆
Ａ
を
見
る

と
パ
ン
屋
は
観
光
業
と
あ
ま
り
関

連
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
除
外
に

な
っ
て
い
る
が
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
こ
の
支

援
事
業
の
目
的
が
専
ら
観
光
関
連

の
事
業
活
動
を
生
業
と
す
る
事
業

者
に
対
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

色
々
農
業
の
方
も
相
談
が
あ
る

が
、
今
の
段
階
で
は
お
断
り
を
し

て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。　

今
後
、
観
光
関
連
給
付
金
以
外
に

何
か
支
援
す
る
方
策
が
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

大
⻆
利
成　
農
業
施
設
整
備
費
３

０
０
万
円
、
小
島
の
加
藤
次
用
排

水
路
の
延
長
工
事
が
増
額
さ
れ
て

い
る
が
。
工
事
延
長
の
概
要
に
つ

い
て
と
、
本
事
業
は
令
和
２
年
度

で
完
工
す
る
予
定
な
の
か
ど
う
か
。

建
設
課
長　
当
初
計
画
で
は
、
20

ｍ
の
工
事
で
完
了
す
る
と
い
う
こ

と
あ
っ
た
が
、
再
度
、
現
場
を
確

認
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
17
ｍ
ほ
ど

延
長
が
延
び
た
め
、
そ
の
増
額
分

で
あ
る
。
工
事
は
今
年
度
完
了
す

る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

消
防
隊
員
服
制
基
準
に
基
づ

き
、
屋
久
島
町
消
防
隊
員
用
の
活

動
服
を
更
新
す
る
も
の
。
６
社
を

指
名
し
、
６
月
９
日
に
入
札
を
執

行
し
た
結
果
、
７
６
３
万
６
，

４
２
０
円
で
、
鹿
児
島
森
田
ポ
ン

プ
株
式
会
社
が
落
札
し
た
の
で
、

物
品
の
売
買
契
約
を
締
結
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対

策
な
ど
に
係
る
予
算
を
計
上
。

　

主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
は
観

光
客
の
誘
客
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
広
告
事
業
費
、
観
光
事
業

者
支
援
給
付
金
事
業
に
係
る
経
費

な
ど
、
商
工
費
で
は
屋
久
島
観
光

協
会
補
助
に
係
る
経
費
を
計
上
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
落
雷
に
よ
る

庁
舎
設
備
な
ど
の
復
旧
に
係
る
経

費
を
計
上
。
財
源
と
し
て
は
、
だ

い
す
き
基
金
繰
入
金
、
準
繰
越

金
、
公
有
建
物
災
害
共
済
金
で
調

整
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
，

５
２
５
万
９
，
０
０
０
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
１
２
１
億

主
な
質
疑

追
加
議
案
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１
，
６
８
０
万
８
，
０
０
０
円
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

小
脇
清
保　
商
工
費
の
５
０
０
万

円
は
、
観
光
協
会
に
単
独
で
の
補

助
事
業
か
。
当
初
１
，
２
０
０
万

円
の
補
助
が
組
ま
れ
て
い
て
、
さ

ら
に
補
正
で
５
０
０
万
円
と
い
う

の
は
名
目
は
何
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
５
０
０

万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
町
が

実
施
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
で
あ
る
。

屋
久
島
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
（
緒
方
健
太
議
員
発
議
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
伴
い
、
町
民
の
生
活
や

経
済
活
動
が
深
刻
な
影
響
が
出
て

い
る
中
、
屋
久
島
町
に
お
い
て
は

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
、
町
議
会
と
し
て
も
そ

の
対
策
の
財
源
の
一
部
を
充
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
議
員
報
酬
を

10
％
、
３
か
月
減
額
す
る
た
め
の

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

〇
屋
久
島
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
可
決

屋
久
島
町
議
会
議
員
定
数
調
査
特

別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議

に
つ
い
て（
日
高
好
作
議
員
発
議
）

　

今
日
の
地
域
社
会
の
情
勢
は
め

ま
ぐ
る
し
く
激
動
し
、
特
に
全
国

的
な
人
口
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に

お
い
て
も
多
用
な
行
政
改
革
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
議
員
の
定
数
に

つ
い
て
財
政
、
議
会
運
営
等
の
面

か
ら
調
査
研
究
し
、
次
期
屋
久
島

町
議
会
議
員
選
挙
に
適
応
さ
れ
る

屋
久
島
町
議
会
議
員
定
数
の
適
正

数
を
今
任
期
中
に
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
及
び
屋

久
島
町
議
会
委
員
会
条
例
第
５
条

の
規
定
に
よ
り
、
屋
久
島
町
議
会

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〇
屋
久
島
町
議
会
議
員
定
数
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て
は
可
決

令
和
元
年
陳
情
第
８
号　
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
散
布
を
禁
止
す
る
条
例
の

制
定
を
求
め
る
陳
情
書

　
（
審
査
当
日
は
、
参
考
人
と
し

て
種
子
屋
久
農
協
の
鎌
田
営
農
販

売
課
長
に
出
席
を
依
頼
し
た
。）

　

日
本
で
人
体
に
被
害
が
出
た
と

か
報
告
や
事
例
が
あ
る
か
と
の
質

疑
に
、
直
接
的
に
こ
の
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
が
主
原
因
で
人
体
に
被
害

が
出
た
と
い
う
こ
と
は
伺
っ
て
い

な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
委
員

か
ら
、
通
学
路
、
公
園
、
公
共
施

設
等
の
エ
リ
ア
は
散
布
す
べ
き
で

は
な
い
が
、
農
業
関
係
者
や
高
齢

者
の
実
態
を
考
え
る
と
ス
ト
ッ
プ

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

〇
令
和
元
年
陳
情
第
８
号
、
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
散
布
を
禁
止
す
る
条
例

の
制
定
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い

て
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決

定

主
な
質
疑

議会動向（令和２年６月～８月）
令和２年
　６月　４日　町観光推進実行委員会総会
　　　　５日　議会運営委員会
　　　１２日　第２回定例会開会（～ 24 日まで）
　　　　　　　第５回全員協議会

　７月２８日　空港利用対策協議会
　　　　　　　土埋木対策協議会
　　　２９日　屋久島高等学校振興支援委員会
　　　３１日　熊毛郡議会議長会臨時総会（西之表市）
　　　　　　　種子屋久議員大会臨時会（西之表市）

　８月　５日　県町村議会議長会理事会（鹿児島市）
　　　　７日　フェリー太陽Ⅱ起工式（長崎市）
　　　　　　　防衛省による馬毛島の施設整備説明
　　　１１日　第１回定数調査特別委員会
　　　２５日　第２回定数調査特別委員会
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＜政策推進課所管＞

＜教育振興課所管＞

＜総務課所管＞

令和２年度屋久島町船舶事業特別会計補正予
算（第１号）について

常任委員会報告

常任委員会報告
〔付託された議案を質疑、討論を経て採決します〕

常任委員会とは…町の仕事は様々な分野にわたっているので、２つの常任委員会が分担して、
　　　　　　　　本会議の前に事前審査をしています。

本人が容認していない 27 万円相当額、こ
の内容はどのようなものか。
訴え提起前の和解申し立てにおいては、請
求金額は町側の計算による横領金額を前提
に未払い額を算出した。
町側としても相手がどの部分を認めていな
いということは把握していないということ
でいいか。
町側の算出額を前提とすると，ダンボール
数個分の帳簿類を最低でも３部コピーし
て、証拠として作成しなければならず、そ
れに要する人的、物的負担が相当なもので
あるから、裁判上の和解手続に移行するこ
とも十分考えられるので、今回、一部請求
ということで、相手の認めた額を訴額とい
うことで提案するもの。

小型合併処理浄化槽の設置事業補助の現状
はどうか。
新築に対して手厚く町の補助もしていた
が、新築については当然、合併浄化槽を設
置することが基本になってきたので、少し
町も方針を変えて、新築でないところの浄
化槽のやり替えだったり、単独槽からの
だったり、汲みとりからの浄化槽のほうに
手厚く補助をするほうがいいのではという
形の中で、そういう方向に変えつつある。

改正に当たって、車賃の改正の検討はなさ
れなかったのか。
この車賃の見直しについては、平成 27 年
に財政担当係のほうで職員の私有車の状
況、あるいは燃料単価に関する状況等を含
めて 20 円という単価をはじき出してい
る。今後見直しも必要かと考えている。

コロナ支援策はだいすき基金を原資してい
る部分があるが。
今年度の当初予算編成についても企画調整
係として、かなり事業費を抑制し、計画的
に事業を先延べできるものは先延べしなが
ら、予算編成に伴う事業調整をしてきたと
ころである。

毎月６月には学校のプールが始まる前に心
肺蘇生の講習会をやる機会が、コロナの関
係で職員の派遣ができない。今後、練習用
キットを各学校に１台、備品をそろえても
らえたらどうか。
整備を各学校が要望するような形であれ
ば、検討の余地はある。
学校の中の Wi-Fi について、どんな形で入
札になるのか。
担当のほうで入札、業者の選定作業をして
いる。

詰所の車庫が傷んでいるとかそういう要望
はきていないか。
消防資機材については年次的に更新を順次
してきている。

職員２名が長崎に行くのを見込んでいた
が、その臨時の職員については予算計上を
していなかったのか。
当初給与として 300 万円を見込んでいて対
応できると思っていたが、今回、会計年度
任用職員という形で制度が変わったことに
より、今までと違う形の支出があった部分
と、あと思っていた以上にそういう形で出
向かないといけない部分が多くなったの
で、それをきっちり精査して数字を出した
結果。
新船の名前は決まったのか。
フェリー太陽Ⅱに決まった。

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕
答〕

訴えの提起について

屋久島辺地総合整備計画の変更について

屋久島町職員等の旅費に係る関係条例の整備
に関する条例の制定について

令和２年度屋久島町一般会計補正予算（第４
号）について（分割）

総務文教常任委員会
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常任委員会報告

「これは当分の間ということ等」でうたっ
ているが、コロナが終結した場合には解か
れるかという認識でよいか。
当分の間とは今般の国保と後期高齢におけ
る傷病手当金の支給については、本年１月
に国内で新型コロナウイルスが発生したこ
とを踏まえ、適応期間を設定している。そ
の期間が令和２年１月１日から９月 30 日
までになっており、感染の状況次第ではこ
の傷病手当期間も延びる。

コロナウイルス感染症が疑われ、療養した
ときとあるが、これは相談センターに連絡
をとり、センターから自宅療養を言われた
場合に、自宅療養の休みが始まったときに
限るのか、自分が発熱で休んだ場合も該当
するか。
今回の傷病手当金については対象者があい
まいになっており、ＰＣＲ検査を受けた方
は当然対象となるが、疑われる症状が出た
場合も対象となる。あくまでも本人か家族
が申請をし、町が状況調査を行い、町がそ
れを認めた場合に支給の対象となる考えで
ある。

自己申告しなくても町が確認することがで
きるか。
介護保険料の減免申請は、あくまでも減免
に関しては申請主義であり、関係書類を添
えて申請をし減免ができる。

地域活性化対策の中の減額補正について説
明を。
建設課と協議をし、また教育委員会で空き
教職員住宅について、暮らし体験住宅とし
て使うことができないか協議を進め、検討
した。
関連し、永田と船行の体験住宅のトイレ改
修の 400 万円は高額ではないか。
５人槽で１基 80 万円の浄化槽新設工事、
配管工事、屋内の工事も含めて１個で 200
万円である。

ひとり親世帯特別給付金については、160
世帯に５万円との説明があるが、その内訳
といつから支給開始で町民への周知は。
今のところ 160 世帯が対象である。世帯に
５万円の給付と２人目から３万円の追加が
基本で、給与等が減額し、家庭の経済的な
状況が悪化した方については、別途申請と
なり、追加給付が世帯一律５万円となる。
町報等で周知し、７月から作業に入り、９
月をめどに支給したい。

南部包括支援センターの空調整備はどこ
か。
中央公民館の図書室の裏手に移動したこと
による空調整備である。

ごみ処理施設の管理費の火災による修繕料
の 1,876 万円は一般財源でやるが、保険
金についての保険会社との協議は。
公共施設であり、町村会の保険に加入して
いる。先日、町村会が状況確認をし協議し
た結果、保険金の支払いについては修理が
完了後に金額の確定を行い、火災について
はほぼ 100％できるのではないか。
施設に水利施設がないというのは根本的に
落ち度である。新しい施設はストーカ方式
とうたわれているが、消火設備を先に整備
することが大事である。設備を管理してい
る日本管財と委託契約の負担割合等はどう
なっているか。
ごみ処理施設は井戸水を使っているところ
がほかの施設にもある。当センターも井戸
水を使っているということがあり、上水が
ないのも事実で検討したが、泊川地区まで
上水は整備しておらず、かなりの距離があ
り上水をセンターに上げるにはポンプアッ
プも必要となり、かなりの経費がかかると
思っている。今回の基本計画でこの施設の
水の必要量を調査し、水量不足であれば上
水を活用する可能性を探っていきたい。日
本管財と契約書の中で委託会社が損害経費
の負担、業務の処理に関し発生した損害の
ために生じた経費は、受託会社が負担する
ものとするという項目があるが、今回の火
災についてはどうしても原因がつかめない
ため、明らかに管理上のミスがあって生じ
たものであれば受託会社が負担すべきもの
だと思うが、やはり経年劣化による機械等
の修理も多々あり、そういうものを勘案し
町が負担している。今回の火災について
は、初期消火が適切な行動であったため、

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

問〕

答〕

屋久島町国民健康保険条例の一部改正について

屋久島町介護保険条例の一部改正について

屋久島町後期高齢者医療に関する条例の一部
改正について

令和２年度屋久島町一般会計補正予算（第４
号）分割について

産業厚生常任委員会

＜観光まちづくり課所管＞

＜福祉支援課所管＞

＜健康長寿課所管＞

＜生活環境課所管＞
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ピット内の火災だけで済み、火災発生の原
因が不明なことから、受託会社の負担はな
い。

大浦温泉の温源調査委託の 18 万円はどの
ような調査か。
温泉の定義は温度が 25 度以上で成分項目
に該当すれば温泉である。温度が低ければ
冷泉という表現になり、定義づけられてい
る。これは源泉を採取し、温泉の成分調査
の委託料を計上している。
今回の堆肥センターの改修工事で、動物の
侵入被害とか完全にできるか、この施設に
ついては、今後も指定管理者制度でいくの
か。
開口部のシャッターであったり、あるいは
ドアが付けてあったりしていた部分が今は
完全に崩れ、裏側は構造上シャッターとか
を付けていない状態の部分に、しっかり遮
蔽するドアを付けて、猫、カラスが入らな
いための改修を計画している。業者につい

ては、当面指定管理ではなく、堆肥センター
は行政財産使用許可を出し、続けてもらう。
屋久町猟友会の補助金 10 万円を復活して
いただきたい。

前回の委員会でケアマネージャーが不足
で、１人が非常に負担が多く認定を受けら
れないという町民からの相談を受けて話を
した経緯がある。徳洲会は何とか対応でき
事なきを得たと聞いているが、現状は。
ケアマネージャーが不足し、なかなかプラ
ンが立てられない状況も確かにある。縄文
の郷では職員が退職するという状況もあっ
た。徳洲会のケアマネージャーも６月より
１名増員され、縄文の郷についても４月か
ら現状維持ができているが、まだケアマ
ネージャーが不足している状況は変わって
いない。町からも要望していきたい。

問〕

答〕

問〕

答〕

意見〕

問〕

答〕

＜産業振興課所管＞
令和２年度屋久島町介護保険事業特別会計補
正予算（第１号）について

常任委員会報告

総務文教常任委員会　現地調査

メヒルギ（栗生）

町指定天然記念物（植物）

　　熱帯や亜熱帯の浅い海岸の沼地、いわ
ゆるマングローブ林に群生する植物で、栗
生にはメヒルギのみ生育するが、絶滅の危
機に瀕している。
　今後の対策が重要課題である。

メヒルギ（栗生）

八幡幼稚園
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常任委員会報告

産業厚生常任委員会　現地調査

㈱水迫ファーム牧場予定地（中間）

㈱水迫ファーム牧場予定地（中間）

㈱水迫ファーム牧場予定地（中間）

屋久島町生ゴミ堆肥センター改修工事（平野）

屋久島町生ゴミ堆肥センター改修工事（平野）

屋久島町生ゴミ堆肥センター改修工事（平野）
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一般質問

問　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
水

際
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
の
か
。

　
　

鹿
児
島
南
埠
頭
で
の
高
速
船

の
出
港
の
際
の
検
温
や
、屋
久
島

空
港
で
は
、鹿
児
島
空
港
ほ
か
伊

丹
、福
岡
か
ら
の
空
港
到
着
時
に

検
温
を
行
い
、町
営
船
フ
ェ
リ
ー

太
陽
で
は
口
永
良
部
島
へ
出
港
時

に
検
温
を
行
っ
て
お
り
、フ
ェ
リ

ー
屋
久
島
２
・
フ
ェ
リ
ー
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
に
お
い
て
も
出
港
に
検
温

を
企
業
自
ら
行
う
な
ど
対
策
を
講

じ
て
き
て
い
る
。検
温
の
際
、体
温

の
高
め
で
あ
っ
た
方
に
は
滞
在
予

定
先
な
ど
の
情
報
提
供
い
た
だ

き
、保
健
所
に
よ
る
追
跡
調
査
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
後
の
緩
和

措
置
の
状
況
に
よ
り
、県
や
関
係

事
業
者
等
連
携
を
し
な
が
ら
水
際

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
鮮
魚

店
や
物
流
を
支
え
る
運
送
業
者
等

の
コ
ロ
ナ
支
援
対
策
を
。

　
　

き
ち
ん
と
精
査
し
、
経
済
対

策
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
き
め

の
細
か
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

担
当
課
と
詰
め
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
携
帯

電
話
の
果
た
す
役
割
を
ど
の
よ
う

に
位
置
つ
け
て
い
る
か
。

　
　

本
町
の
地
域
防
災
計
画
に
お

い
て
も
、
災
害
時
に
有
効
な
情
報

手
段
と
し
て
、
携
帯
電
話
の
活
用

体
制
の
整
備
を
位
置
付
け
て
お

り
、
重
要
な
役
割
果
た
す
も
の
で

あ
る
。

　
　

一
湊
の
白
川
地
区
に
お
け
る

携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消
の
た
め

に
町
と
し
て
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

白
川
地
区
に
お
い
て
住
民
か

ら
の
要
望
が
多
く
な
さ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
防
犯
、
防
災
情
報
、
有

事
の
際
の
連
絡
手
段
を
確
実
に
す

る
た
め
、
県
を
通
じ
て
携
帯
電
話

業
者
大
手
３
社
に
、
町
と
し
て
も

不
感
地
帯
解
消
に
関
す
る
要
望
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

港
湾
・
漁
港
に
使
用
不
能
の

た
め
に
長
期
陸
揚
げ
し
て
い
る
漁

船
等
を
撤
去
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

現
在
、
町
の
管
理
す
る
港
湾

・
漁
港
に
お
い
て
長
期
陸
揚
げ
し

て
い
る
漁
船
等
は
34
隻
あ
り
、
う

ち
使
用
可
能
と
判
断
さ
れ
る
も
の

は
２
隻
、
残
り
32
隻
は
使
用
不
能

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
放
置

船
は
、
漁
業
活
動
へ
の
影
響
及
び

台
風
や
津
波
な
ど
の
影
響
で
道
路

を
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
２
次
被
害
を
起

こ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
撤

去
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

所
有
者
を
特
定
し
、
撤
去
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　
　

撤
去
を
促
す
た
め
、
解
体
助

成
金
等
の
対
策
は
取
れ
な
い
か
。

　
　

内
部
で
検
討
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。 

一 般
質 問

9人が町の考えを問う
　6月15〜17日に行なわれた一般質問を通告順に掲載しています。
　この内容は、議会会議録をもとに質問者の責任において質問及び回
答を要約したものです。
　なお、会議録は町HP・議会事務局・町図書室・各集落の公民館で
閲覧することができますので、詳細については会議録をご覧ください。

石田尾茂樹 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て	

町
長
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が

　
懸
念
さ
れ
る

問答

問問問

問

問

答答

答答

答

防
災
対
策
に
つ
い
て	

町
長
／
重
要
な
情
報
手
段
と

　
な
っ
て
い
る

港
湾
・
漁
港
の
管
理
に
つ

い
て	

町
長
／
撤
去
の
必
要
性
を
認

　
識
し
て
い
る
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一般質問
　
　

今
年
二
月
の
降
灰
の
際
は
、

町
・
県
が
屋
久
島
電
工
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
ロ
ー
ド
ス
イ
ー
パ
ー

を
走
ら
せ
て
降
灰
の
除
去
作
業
を

行
っ
た
が
、
今
後
降
灰
が
あ
っ
た

場
合
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
め
て

い
く
の
か
町
長
の
見
解
は
。

　
　

降
灰
の
状
況
に
応
じ
て
、適

時
作
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

作
業
方
法
に
つ
い
て
は
、道
路
管

理
者
が
速
や
か
に
除
去
作
業
が
で

き
る
よ
う
に
、関
係
機
関
に
も
協

力
を
要
請
し
た
い
。

　
　

屋
久
島
電
工
・
町
・
県
の
三

者
で
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

業
務
に
関
す
る
協
定
書
を
結
ぶ
べ

き
と
思
う
が
町
長
の
お
考
え
は
。

　
　

屋
久
島
電
工
が
特
殊
な
車
輌

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
、
議
会

が
終
わ
っ
た
ら
事
務
レ
ベ
ル
で
ど

う
い
う
内
容
に
す
る
の
か
、
協
議

を
早
速
や
ら
せ
た
い
。

　
　

果
樹
等
へ
の
降
灰
対
策
は
。

　
　

集
落
と
も
連
携
し
事
業
等
を

検
討
。

　
　

降
灰
が
タ
ン
カ
ン
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。
降
灰

対
策
が
必
要
だ
が
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

　
　

降
灰
対
策
に
つ
い
て
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
の
整
備
・
屋
根
掛
け

ハ
ウ
ス
の
設
置
の
要
望
が
あ
る
。

集
落
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
状

況
調
査
を
実
施
し
、
財
源
負
担
の

少
な
い
事
業
等
を
検
討
し
た
い
。

　
　

災
害
時
に
集
落
内
の
道
路
が

不
通
に
な
っ
た
場
合
、
隣
接
集
落

と
通
行
出
来
る
よ
う
に
、
迂
回
路

が
必
要
に
な
る
。
北
部
線
と
永
田

地
区
内
に
あ
る
農
道
向
江
線
を
連

結
し
て
迂
回
路
を
通
す
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

現
地
調
査
を
実
施
し
、
こ
の

農
道
を
利
用
し
て
北
部
線
へ
ア
ク

セ
ス
出
来
る
状
況
を
確
認
し
た
上

で
、
道
路
整
備
の
計
画
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　

集
落
内
の
海
岸
線
の
松
林

は
、
保
安
林
と
し
て
防
風
対
策
の

役
目
も
担
っ
て
い
る
。
栗
生
地
区

の
松
林
も
松
く
い
虫
の
被
害
が
進

ん
で
い
る
が
、
以
前
の
よ
う
な
松

林
に
復
元
す
る
た
め
に
は
対
策
が

必
要
と
思
う
が
、
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

　
　

栗
生
の
松
林
は
、
景
観
だ
け

で
な
く
、
防
砂
林
・
防
潮
林
の
機

能
も
果
た
し
て
い
る
の
で
、
枯
れ

松
を
処
理
し
た
後
に
つ
い
て
も
、

樹
種
選
定
を
行
い
、
機
能
を
失
わ

な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
た
い
。

問　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
裏
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
改
修
計
画
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
活
用

計
画
、
尾
之
間
果
樹
試
験
園
の
活

用
計
画
を
お
示
し
下
さ
い
。

答　

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

に
つ
い
て
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

　
　

全
住
民
が
島
外
避
難
し
た
新

岳
の
爆
発
的
噴
火
か
ら
五
年
が
経

過
し
た
、
口
永
良
部
島
の
復
興
・

復
旧
事
業
関
連
で
こ
れ
ま
で
に

も
、
数
回
取
り
上
げ
て
、
議
論
を

重
ね
て
き
た
寝
待
地
区
の
温
泉
資

ー
ツ
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
の
生

産
施
設
と
し
て
一
部
を
利
用
し
、

タ
ン
カ
ン
大
苗
・
カ
ン
シ
ョ
苗
の

育
苗
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。
試
験
園
に
つ
い
て
は
、
屋
久

島
に
お
い
て
有
望
と
考
え
ら
れ
る

柑
橘
、
ア
ボ
カ
ド
等
の
亜
熱
帯
果

樹
の
適
性
試
験
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
は
、
果
樹
産
業
を
支
え

る
品
目
の
試
験
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

源
の
再
活
用
に
向
け
て
取
り
組
み

や
、
新
た
な
温
泉
施
設
建
設
計
画

の
是
非
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

寝
待
地
区
全
体
が
平
成
27
年

の
台
風
被
害
と
土
砂
崩
壊
に
よ
り

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
住
民
か
ら
寝
待
温

泉
の
再
開
、
ま
た
は
当
地
に
新
た

な
温
泉
施
設
整
備
に
向
け
て
強
い

要
望
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
年
５
月

岩川 俊広 議員

降
灰
の
除
去
作
業
の
今
後

の
計
画
は	

町
長
／
適
時
作
業
を
実
施
し

　
て
い
き
た
い

問問 答答

問問問

問

問問

答答

答答

答

答

栗
生
地
区
の
松
林
保
存
対

策
は	

町
長
／
対
策
を
講
じ
て
ま
い

　
り
た
い

施
設
の
活
用
計
画
は	

町
長
／
苗
の
生
産
と
適
性
試

　
験
に
取
り
組
む

災
害
時
に
お
け
る
迂
回
路

が
必
要
で
は	

町
長
／
道
路
整
備
の
計
画
を

　
検
討

寺田 猛 議員

口
永
良
部
島
寝
待
温
泉
の

再
開
に
つ
い
て	

町
長
／
来
年
度
以
降
に
泉
源

　
調
査
費
を
予
算
計
上
し
た

　
い
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一般質問
の
豪
雨
に
よ
り
町
道
寝
待
線
の
土

砂
崩
壊
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ

り
、
当
地
に
観
光
施
設
を
整
備
す

る
に
当
た
っ
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点

で
の
整
備
に
向
け
た
予
算
計
上
を

と
ど
め
て
い
る
。
本
年
度
は
湯
向

温
泉
の
整
備
を
進
め
、
近
年
中
に

寝
待
温
泉
の
安
全
な
場
所
で
の
泉

源
調
査
の
実
施
を
検
討
す
る
。

問　

番
屋
ケ
峰
避
難
所
は
備
蓄
品

の
管
理
を
含
め
指
定
管
理
者
制
度

等
を
導
入
し
管
理
体
制
の
強
化
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

答　

本
町
に
お
い
て
避
難
所
と
し

て
設
置
条
例
を
定
め
て
い
る
の

は
、一
湊
、白
川
地
区
に
避
難
所
、

口
永
良
部
に
は
番
屋
ケ
峰
避
難
所

の
２
か
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
指

定
管
理
者
制
度
は
導
入
し
て
い
な

い
。
避
難
所
は
、
災
害
発
生
時
に

命
を
守
る
砦
と
な
る
こ
と
か
ら
、

常
に
管
理
を
行
い
、
万
全
な
状
態

に
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
番

屋
ケ
峰
避
難
所
は
、
備
蓄
品
の
管

理
を
総
務
課
で
行
い
、
随
時
更
新

を
し
て
い
る
。
出
張
所
職
員
が
定

期
的
に
施
設
の
点
検
を
し
て
い
る

が
、
火
山
活
動
も
活
発
化
し
て
き

て
い
る
の
で
、
出
張
所
職
員
に
よ

る
点
検
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
、
い

つ
で
も
支
障
な
く
使
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

問　

室
内
ト
イ
レ
の
完
成
は
。

答　

令
和
元
年
度
に
設
計
委
託
が

完
了
し
て
い
る
。
今
後
、
補
正
予

算
で
ト
イ
レ
の
整
備
に
取
り
掛
か

り
本
年
度
中
の
完
成
予
定
で
あ

る
。

問　
「
空
き
家
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ

て
約
５
年
が
経
過
す
る
が
、
本
町

の
現
状
は
遅
々
と
し
て
進
展
せ

ず
、
む
し
ろ
後
退
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
現
状
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
特
定
空

き
家
の
指
定
、
対
策
も
含
め
て
見

解
を
伺
う
。

答　

本
町
に
お
い
て
は
令
和
元
年

５
月
に
屋
久
島
町
空
き
家
等
対
策

基
本
計
画
を
策
定
し
、
主
に
危
険

家
屋
解
体
撤
去
補
助
金
を
活
用
し

た
空
き
家
の
撤
去
を
実
施
し
、
２

戸
の
相
続
調
査
を
行
い
、
相
続
者

に
撤
去
の
依
頼
を
し
た
。
今
後
は

再
度
特
定
空
き
家
等
へ
の
該
当
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を

行
い
、
空
き
家
の
状
況
把
握
を
行

う
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
も

検
討
し
た
い
。
特
定
空
き
家
等
の

措
置
は
集
落
の
協
力
を
得
な
が
ら

情
報
収
集
を
行
い
、
現
地
調
査
の

実
施
、
所
有
者
に
対
し
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
よ
う
助
言
指
導

を
し
て
い
く
。

問　

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
職
を
失
っ

た
人
、
又
、
パ
ー
ト
で
長
く
休
み

が
続
い
た
人
に
対
し
て
、
給
付
金

を
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
い
ま

だ
に
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
の

で
、
今
後
も
コ
ロ
ナ
の
発
生
を
勘

案
し
な
が
ら
、
国
、
県
の
支
援
策

も
含
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

対
応
し
た
い
。

問　

屋
久
島
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

も
、
い
ろ
ん
な
対
策
も
町
民
に
い

ち
早
く
周
知
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答　

周
知
す
る
こ
と
に
時
間
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
、
今
後
、
色
々

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

来
年
は
屋
久
島
国
有
林
経
営

の
大
綱
（
屋
久
島
憲
法
）
が
発
付

さ
れ
て
１
０
０
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

山
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
本
町
の

森
林
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　

今
年
度
は
、
税
額
も
約
２
倍

に
増
額
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
有
効
に
使
っ
て
、
本
町

の
林
業
振
興
を
し
っ
か
り
と
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

来
年
は
、
今
後
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
記
念
行
事
実
施
に
向
け

て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

全
国
的
に
60
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
に
使
っ

て
い
る
。
そ
の
他
は
人
材
育
成
、

木
造
施
設
に
使
わ
れ
て
い
る
。
本

町
の
取
り
組
み
は
、
今
年
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
植
林
、
育
林
、
伐
採
の
ハ
ー

番
屋
ケ
峰
避
難
所
は
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
べ

き
で
は	

町
長
／
口
永
良
部
出
張
所
職

　
員
に
管
理
を
任
せ
る

問答

問問

問答答 問問

答答

答答 問

上村富士高 議員

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て林
業
振
興
に
つ
い
て

特
定
空
き
家
の
指
定
・
対

策
に
つ
い
て	

町
長
／
再
度
実
態
調
査
を
行

　
い
、
状
況
把
握
を
し
た
い

環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ

い
て
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一般質問
ド
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
地
形
の

活
用
、
販
売
、
森
林
づ
く
り
の
啓

蒙
等
、
ソ
フ
ト
面
に
も
幅
広
く
活

用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
検

討
委
員
会
を
は
じ
め
、
事
業
体
、

関
係
機
関
、
学
校
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

放
置
さ
れ
て
手
入
れ
さ
れ
て

い
な
い
分
収
林
を
活
用
す
る
時
期

に
あ
る
調
査
の
進
み
具
合
は
ど
う

か
。

答　

森
林
管
理
署
と
協
議
を
行

い
、
資
料
の
作
成
を
行
っ
て
い

る
。
在
籍
調
査
を
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
く
か
、
関
係
機
関
の
意

見
も
聞
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

苗
木
の
生
産
が
間
に
合
わ
な

い
状
況
だ
が
、
町
と
し
て
の
取
り

組
み
は
。

答　

屋
久
島
地
杉
は
、
遺
伝
子
を

受
け
継
い
だ
苗
木
を
生
産
す
べ
き

取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
関
係

機
関
と
場
所
や
規
模
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
、
十
分
な
苗
木
生
産
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
品

物
に
よ
っ
て
は
非
常
に
高
い
。
補

助
は
で
き
な
い
か
。

答　

環
境
型
社
会
の
実
現
を
し
て

い
く
た
め
に
廃
棄
物
の
適
正
な
処

　
　

小
・
中
学
生
の
バ
ス
・
自
転

車
通
学
の
実
態
は
。

答　

バ
ス
は
小
学
校
６
校
で
１
４

５
名
、
中
学
校
３
校
で
１
２
０

名
、
自
転
車
は
中
学
校
２
校
で
40

名
で
す
。

　
　

バ
ス
・
自
転
車
通
学
の
許
可

距
離
は
い
く
ら
か
。
又
、
路
程
は

自
宅
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
の
路
程

理
と
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　

海
上
輸
送
費
は
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
助
成
が
あ
る
。
せ
め
て
鹿

児
島
で
の
陸
上
輸
送
費
の
助
成
は

で
き
な
い
か
。

答　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

か
。

　
　

バ
ス
停
か
ら
の
距
離
は
、
小

学
生
で
1.2
㎞
～
6.4
㎞
、
中
学
生
で

2.5
㎞
～
22.7
㎞
の
範
囲
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
転
車
は
最
長
で
4.1
㎞

で
、
学
校
に
お
い
て
距
離
を
考
慮

し
、
許
可
し
て
い
ま
す
。

　
　

許
可
距
離
は
町
内
統
一
さ
れ

て
い
る
か
。
短
い
路
程
に
統
一
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

通
学
距
離
に
つ
い
て
は
統
一

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
営
等
検
討
委
員
会
で
引
き
続

き
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
　

北
部
の
中
学
生
は
2.5
㎞
で
バ

ス
通
学
、
南
部
岳
南
中
の
生
徒
は

3.3
㎞
で
徒
歩
又
は
自
転
車
通
学
と

な
っ
て
い
る
。
統
一
す
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

岳
南
中
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
座

席
に
空
き
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

最
短
な
ら
二
学
期
か
ら
措
置
が
取

れ
る
の
で
は
と
思
う
。

　
　

自
転
車
通
学
生
へ
自
転
車
購

入
時
の
補
助
金
支
給
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
　

バ
ス
通
学
基
準
を
ど
う
す
る

か
な
ど
検
討
後
、
事
業
の
制
度
化

を
判
断
し
た
い
。

問　

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
期
前

の
危
険
箇
所
点
検
結
果
、
状
況
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。
今
後
の
対
応

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

町
内
危
険
箇
所
の
点
検
を
実

施
し
た
が
、
災
害
に
繋
が
る
よ
う

な
異
常
は
特
に
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。
今
後
も
定
期
的
な
点
検
を
実

施
し
、
適
切
な
維
持
管
理
及
び
災

害
の
未
然
防
止
に
努
め
た
い
。

問　

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
感
染
症
対

策
を
万
全
に
期
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
等
の
基
本
的
な
感
染
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
と
し
、
十
分
な
換
気

に
努
め
る
と
と
も
に
、
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
対
応

し
た
い
。

問　

本
年
度
購
入
予
定
で
あ
る
避

難
所
の
非
常
用
発
電
機
は
完
備
さ

れ
た
か
。

答　

本
年
度
は
公
民
館
等
10
施
設

に
配
備
予
定
で
あ
り
、
区
長
連
絡

協
議
会
に
お
い
て
説
明
後
、
入
札

を
執
行
予
定
で
あ
る
。
遅
く
と
も

10
月
頃
ま
で
に
は
完
了
し
た
い
。

分
収
林
に
つ
い
て

苗
木
生
産
に
つ
い
て

問問 答答

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
に

つ
い
て

問

問

問問問

問問

答答

答

答答 答

答

問問

答

大⻆ 利成 議員

児
童
生
徒
の
バ
ス
通
学
改

善
策
は	

教
育
長
／
改
善
に
向
け
早
急

　
に
検
討
す
る

町
長
／
見
直
す
べ
き
と
考
え

　
る

梅
雨
台
風
時
期
前
に
避
難

所
改
善
策
を	

町
長
／
適
切
な
維
持
管
理
に

　
努
め
る

問答 答
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一般質問
町
長 　
着
服
と
い
う
こ
と
を
当

初
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
議

会
で
も
。
こ
れ
は
着
服
と
い
う
表

現
は
い
か
が
な
も
の
な
の
か
、
刑

事
で
問
題
に
な
る
事
件
で
は
な
い

と
い
う
ふ
う
に
私
の
代
理
人
弁
護

士
が
記
者
会
見
で
も
言
っ
て
い

る
。
議
員
か
ら
も
そ
う
だ
が
、
他

の
議
員
か
ら
も
道
義
的
責
任
を
取

れ
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
き

た
。
道
義
的
責
任
と
は
法
律
上
の

責
任
で
は
な
い
。
今
、
刑
事
被
告

人
と
し
て
告
発
を
受
け
て
い
る
。

私
が
告
発
を
受
け
て
い
る
被
告
、

議
員
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
前
も
複
数
の
議
員
か
ら
も
、
被

告
を
首
長
に
持
つ
町
民
は
悲
劇
だ

と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。起
訴
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
、

確
た
る
証
拠
も
な
く
推
論
の
み

で
、
横
領
だ
、
着
服
だ
、
ま
し
て

や
犯
罪
者
と
決
め
つ
け
る
言
い
方

を
さ
れ
る
中
傷
は
、
他
の
人
に
そ

の
印
象
を
植
え
つ
け
る
人
権
を
損

な
う
行
為
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に

書
い
て
あ
る
。
私
も
告
発
を
受
け

て
今
警
察
、
検
察
の
調
べ
を
受
け

ま
し
た
。
も
う
そ
ん
な
に
遠
く
な

い
日
に
結
論
が
出
る
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
る
。

問　

町
長
は
自
己
防
衛
に
か
か
っ

て
、
煙
幕
を
張
っ
て
い
る
感
じ
が

す
る
。
あ
な
た
の
顧
問
弁
護
士
に

知
ら
な
か
っ
た
よ
と
い
う
の
は
通

る
。
司
法
の
世
界
は
そ
う
は
い
き

ま
せ
ん
、
首
長
と
し
て
。

　
　

責
任
の
取
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
は

残
っ
て
一
生
懸
命
仕
事
を
す
る
と

い
う
の
が
私
の
責
任
だ
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
支

持
者
、
後
援
会
、
後
援
者
、
そ
の

よ
う
な
方
か
ら
も
声
も
頂
い
て
い

る
。

問　

追
及
す
る
私
が
憎
ま
れ
て
、

議
会
も
含
め
て
そ
う
だ
が
、
大
罪

を
犯
し
て
い
る
町
長
を
擁
護
す
る

と
い
う
こ
の
お
か
し
な
正
義
感
と

い
う
の
を
、
私
は
不
思
議
で
た
ま

ら
な
い
。
そ
う
い
う
状
況
。
し
か

も
、
そ
の
こ
と
で
、
我
々
少
数
派

が
町
の
恥
ず
か
し
さ
を
お
と
し
め

て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
さ
れ

る
、
こ
の
正
義
感
と
い
う
の
は
本

当
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
町
長
、
副

町
長
や
ら
れ
た
こ
と
は
町
民
の
血

税
で
す
よ
、
こ
れ
に
住
民
が
怒
ら

な
い
と
い
う
の
を
私
は
お
か
し
い

と
思
う
。
役
場
の
中
が
こ
う
い
う

状
況
で
、
瓦
解
寸
前
の
状
況
を
つ

く
り
出
し
た
管
理
責
任
と
い
う
の

は
あ
な
た
に
あ
る
は
ず
。
こ
れ
に

道
義
的
責
任
を
感
じ
な
い
か
。

　
　

一
連
の
不
祥
事
で
、
反
論
の

余
地
は
な
い
。
一
方
で
言
え
ば
、

様
々
な
こ
と
を
見
直
す
い
い
機
会

を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
も

思
っ
て
い
る
。

問　

４
月
８
日
に
入
島
自
粛
を
呼

び
か
け
た
。
そ
の
後
、
町
長
が
３

度
ほ
ど
出
張
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
出
張
で
も
可
能
な
出
張
だ
っ

た
と
思
う
。
入
島
自
粛
と
い
う
の

問　

３
月
議
会
に
お
い
て
、
出
張

旅
費
不
精
算
に
つ
い
て
第
三
者
を

入
れ
た
調
査
を
検
討
す
る
旨
、

言
っ
て
い
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

町
長　
弁
護
士
等
の
第
三
者

を
入
れ
た
調
査
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
第
１
３
８
条

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
し
て
い
る
。

本
人
が
堂
々
と
出
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
不
要
不
急
の
会
議
だ
っ
た

の
か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
で
き

た
の
で
は
。

答　

不
要
不
急
の
会
議
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
、

そ
の
時
は
私
の
頭
の
中
に
は
な

か
っ
た
。

の
４
第
３
項
に
基
づ
く
附
属
機
関

を
条
例
で
設
け
る
か
、
あ
る
い
は

事
実
上
設
け
ら
れ
る
調
査
組
織
に

第
三
者
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う
方

策
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
町
と
し
て
は
、
今
回
の
調

査
は
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
の
実

施
が
今
回
の
調
査
目
的
に
最
も
沿

う
と
考
え
て
、
監
査
委
員
に
対
し

監
査
の
要
求
を
行
っ
た
。

問　

監
査
委
員
は
、
こ
の
一
連
の

不
正
に
気
づ
け
な
か
っ
た
。
そ
の

監
査
委
員
が
ま
た
同
じ
よ
う
に
監

問問

問

答

答

コ
ロ
ナ
禍
の
町
長
の
出
張

は
不
要
不
急
か	

町
長
／
不
要
不
急
だ
っ
た
と

　
思
う

出
張
旅
費
不
正
精
算
の
調

査
に
つ
い
て	

町
長
／
監
査
委
員
に
要
求
し

　
た

問 答

問答

小脇 清保 議員

出
張
旅
費
不
正
精
算
に
つ

い
て	

町
長
／
近
い
う
ち
に
警
察
・

　
検
察
の
結
論
が
出
る
と
思

　
う

眞邉 真紀 議員
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一般質問
査
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
非
常
に
気

づ
き
に
く
い
。
外
部
に
委
託
を
し

て
、
第
三
者
に
委
ね
て
調
査
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
な
い
と
、
不
正

の
領
収
書
と
い
う
も
の
の
存
在
は

ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
結
局

は
架
空
の
領
収
書
と
い
う
も
の
が

存
在
し
た
こ
と
だ
。
そ
の
こ
と

を
、
監
査
委
員
が
調
査
で
き
る
の

か
。

　
　

副
町
長　
監
査
委
員
に
対
し

て
、
監
査
の
請
求
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
が
で
き
る

か
で
き
な
い
か
、
ま
た
自
分
た
ち

の
調
査
範
囲
を
超
え
る
か
、
超
え

な
い
か
と
い
う
の
は
ま
た
監
査
委

員
の
判
断
に
よ
る
と
思
う
。

問　

不
正
の
領
収
書
の
存
在
が
明

確
に
な
る
の
か
。
監
査
委
員
が
実

際
に
、
わ
か
る
の
か
。
そ
の
調
査

自
体
を
内
部
で
で
き
る
の
か
。
監

査
委
員
が
普
段
か
ら
毎
月
監
査
を

さ
れ
て
い
て
も
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
知
り
よ
う
が
な
か
っ

た
と
思
う
。
不
正
な
領
収
書
が
発

行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
が
な

い
の
で
。
こ
の
こ
と
は
、
外
部
に

調
査
を
依
頼
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長　
通
常
の
伝
票
で
は
わ

か
ら
な
い
。

問　

実
際
に
乗
っ
て
も
い
な
い
飛

行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
が
書
か
れ
た
領

収
書
で
精
算
し
て
い
た
議
員
も
い

る
。
屋
久
島
町
の
旅
費
精
算
書
に

嘘
の
領
収
書
が
貼
っ
て
あ
っ
た
事

実
が
あ
る
。
そ
の
流
れ
を
精
査
し

て
い
か
な
い
と
、
当
然
こ
の
不
正

の
本
質
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
。
監
査
委
員
が
通
常
の
記
録
を

も
っ
て
示
せ
る
か
。
監
査
委
員
が

考
え
て
い
る
調
査
の
方
向
性
に
つ

い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

総
務
課
長　
直
接
正
式
な
協

議
は
し
て
い
な
い
が
、
今
こ
う
い

う
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
あ
る
程
度
聞
い
て
い
る
。

問　

そ
の
調
査
結
果
が
出
る
目

安
、
期
日
は
。
調
査
結
果
が
出
て

か
ら
の
方
向
性
は
。

　
　

総
務
課
長　
具
体
的
に
聞
い

て
な
い
。
結
果
が
上
が
り
次
第
、

開
示
で
き
る
と
こ
ろ
は
開
示
す

る
。

問　

我
が
町
で
、
未
就
学
児
童
保

育
の
地
域
の
福
祉
的
支
援
の
最
前

線
と
な
る
モ
デ
ル
が
一
湊
地
区
だ

と
思
う
。
成
長
支
援
、
健
全
育
成

が
図
ら
れ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
も
す
ば
ら
し
い
。
し
か

し
、
南
部
で
気
に
な
る
の
が
八
幡

幼
稚
園
で
あ
る
。
も
う
、
一
つ
の

役
目
を
終
え
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
違
う
形
で
有
効
利
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

答　

町
長　
そ
う
い
う
声
も
聞
い

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
も
相
談

を
し
て
、
協
議
を
す
る
こ
と
も
、

や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

問　

南
部
の
ほ
う
で
も
、
声
を
あ

げ
て
も
、
集
落
独
自
で
で
き
な
い

所
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
行
政
も

町
民
の
声
を
聞
い
て
手
を
差
し
伸

べ
、
是
非
、
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答　

教
育
長　

昨
年
度
、
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
中
心
と
し

て
、
屋
久
島
町
民
歌
に
体
操
を
併

せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
町
民
歌
体
操
を

作
成
し
た
が
、
ま
だ
発
表
に
は

至
っ
て
は
い
な
い
。
今
後
、
様
々

な
町
内
行
事
等
に
お
い
て
紹
介
を

し
な
が
ら
、
町
民
歌
の
普
及
、
啓

発
と
と
も
に
活
用
し
、
ラ
ジ
オ
体

操
と
も
相
ま
っ
て
健
康
増
進
に
役

立
て
た
い
。

問　

校
区
ご
と
に
で
も
、
方
言
の

入
っ
た
ラ
ジ
オ
体
操
を
作
っ
て
楽

し
く
健
康
づ
く
り
に
結
び
つ
け
た

い
。
方
言
の
入
っ
た
ラ
ジ
オ
体
操

が
流
れ
て
く
る
と
、
老
人
ホ
ー
ム

に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
、
集
落
の
運
動
会
、

職
場
で
も
使
え
る
。
み
ん
な
元
気

に
な
る
と
思
う
。
活
性
化
の
一
つ

で
是
非
実
現
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

答　

教
育
長　
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
、
閉
校
し
た
小
学
校
が
５

校
、中
学
校
８
校
、計
13
校
あ
る
。

教
育
委
員
会
で
も
き
ち
ん
と
校
歌

の
状
況
を
確
認
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
が
現
状
で
あ
る
。
卒
業

生
の
方
々
の
御
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
音
響
録
音
、
譜
面
起
こ

し
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
文
化
協
会

等
所
属
団
体
の
協
力
を
得
て
ラ
イ

ブ
ラ
リ
と
し
て
残
す
こ
と
を
検
討

し
た
い
。

問

問

問 問

意

問

答 答

答

答

答

答

岩山 鶴美 議員

未
就
学
児
学
童
保
育
の
必

要
性
に
つ
い
て	

町
長
／
積
極
的
に
支
援
し
て

　
い
き
た
い

廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
校

歌
を
、
遺
産
と
し
て
ラ
イ

ブ
ラ
リ
に
残
す
取
組
み
を

す
る
つ
も
り
は
な
い
か	

教
育
長
／
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
し

　
て
残
す
こ
と
を
検
討
し
た

　
い

答

集
落
活
性
の
提
案
、
特
色

あ
る
集
落
の
方
言
入
り
の

ラ
ジ
オ
体
操
を
作
っ
て
、

健
康
づ
く
り
や
子
供
達
へ

の
方
言
を
残
す
取
組
み
を

す
る
つ
も
り
は
な
い
か

♪

♪

♬

♬
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一般質問
問　

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

と
も
に
暮
ら
す
島
づ
く
り
の
「
島

の
保
健
室
構
想
」
に
大
変
感
動
を

し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
島
の
保
健

室
、
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
て
何
で

も
相
談
で
き
る
地
域
の
駆
け
込
み

寺
等
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、
町
の
福
祉
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
う
場
所
を
早
く
実
現

し
て
ほ
し
い
が
。

答　

福
祉
支
援
課
長　
今
後
は
政

策
推
進
課
所
管
の
財
産
の
方
々
や

支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
話
を
詰

め
て
、
こ
の
形
に
近
づ
け
る
よ
う

努
力
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

答　

副
町
長　
検
討
委
員
会
の
中

で
は
、
あ
そ
こ
は
も
と
も
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
の
で
、
そ
う

い
う
の
に
返
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
の
が
最
後
の
結
論
だ
っ

た
。
全
体
と
し
て
の
フ
ロ
ア
の
在

り
方
だ
と
か
、
あ
る
い
は
観
光
協

会
の
在
り
方
、
あ
る
い
は
支
所
、

出
張
所
の
窓
口
の
在
り
方
等
、
も

う
一
回
全
体
と
し
て
ど
う
い
う
ふ

う
に
配
置
す
べ
き
な
の
か
、
理
想

に
近
い
形
に
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

答　

町
長　
南
日
本
銀
行
の
建
物

問　

滑
走
路
延
伸
に
向
け
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
メ
ン
ト
（
Ｐ

Ｉ
）
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

答　

二
千
通
を
超
え
る
回
答
に
加

え
、
九
割
の
町
民
が
早
期
実
現
を

望
ん
で
お
り
、
評
価
委
員
会
か
ら

出
さ
れ
た
必
要
性
と
妥
当
で
あ
る

と
の
高
い
評
価
に
意
を
強
く
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

近
々
、
県
知
事
選
挙
も
行
わ

れ
る
が
、
国
、
県
と
の
協
議
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い

る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
も
、
国
や
県
に
対

も
気
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
像
を

早
く
時
間
を
か
け
ず
に
や
っ
て
み

よ
う
と
考
え
て
い
る
。

し
要
望
活
動
や
意
見
交
換
を
幾
度

と
な
く
行
っ
て
き
た
。
知
事
は
理

解
が
あ
っ
て
も
、
事
務
方
に
温
度

差
が
あ
る
。
四
人
の
港
湾
空
港
課

長
と
も
議
論
し
て
き
た
。
部
長
も

三
人
目
で
あ
る
。
計
画
は
最
終
段

階
に
き
て
い
る
。
事
業
費
に
は

一
五
〇
億
円
か
か
る
と
言
っ
て
い

る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
く
ら
い
で

は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
国

が
八
割
、
県
が
二
割
で
町
の
持
ち

出
し
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
知
事
が

ど
な
た
に
な
ろ
う
と
も
、
意
志
を

強
く
持
ち
、
二
千
メ
ー
ト
ル
滑
走

路
延
伸
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き

邁
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
整
備
計

画
も
歩
調
を
合
わ
せ
進
め
る
べ
き

で
は
。

答　

延
伸
計
画
と
同
時
並
行
で
要

望
や
協
議
を
し
て
生
き
た
。
議
員

承
知
の
通
り
、
民
間
施
設
で
あ
り

勝
手
に
絵
は
描
け
な
い
が
、
世
界

遺
産
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
木

造
造
り
の
素
晴
ら
し
い
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
が
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。

問　

地
元
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
は
。

答　

多
く
の
住
民
に
広
く
情
報
を

提
供
し
、
合
意
形
成
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
住
民

説
明
会
や
各
種
団
体
等
へ
の
情
報

提
供
に
努
め
て
き
た
。
今
後
の
計

画
は
、
環
境
ア
セ
ス
を
受
け
た
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
で
い
く
も

の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
関
係

機
関
と
の
連
携
と
情
報
を
共
有

し
、
必
要
あ
る
ご
と
に
町
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
い
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

意　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
緯
や

町
長
の
思
い
は
十
分
理
解
で
き
る

が
、
今
度
こ
そ
絵
に
描
い
た
餅
に

な
ら
な
い
よ
う
、
我
々
議
会
と
も

一
体
と
な
っ
て
町
長
も
英
断
を

振
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

問　

五
月
二
十
五
日
、
国
は
緊
急

事
態
宣
言
を
解
除
し
た
が
、
依
然

と
し
て
感
染
者
の
増
減
が
繰
り
返

さ
れ
る
中
、
第
二
波
、
第
三
波
に

備
え
た
本
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
や
県
が
「
基
本
的
対
処
方

針
」
を
打
ち
出
し
、
段
階
的
に
社

会
経
済
活
動
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
沿
っ
た
対
応
を

行
い
、
水
際
対
策
等
感
染
防
止
対

策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問意

問

問 答

答答

答 答

答

答

答

榎 光徳 議員

屋
久
島
空
港
ジ
ェ
ッ
ト
化

は	町
長
／
Ｐ
Ｉ
の
高
い
評
価
に

　
意
を
強
く
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て

屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
に
つ
い
て	

町
長
／
積
極
的
に
進
め
て
ま

　
い
り
た
い

問
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審議した議案とその結果 ○ : 賛成　× : 反対　欠 : 欠席

議　　案　　名

名員議

議決結果
中
馬
慎
一
郎

眞
邉
　
真
紀

相
良
健
一
郎

岩
山
　
鶴
美

上
村
富
士
高

渡
邊
　
千
護

石
田
尾
茂
樹

榎
　
　
光
德

緒
方
　
健
太

小
脇
　
清
保

日
髙
　
好
作

下
野
　
次
雄

岩
川
　
俊
広

寺
田
　
　
猛

大
⻆
　
利
成

高
橋
　
義
友

（令和２年　第２回　定例会　初日分）

議案第62号　財産の取得について ○○○○○○○○○○○○○○○− 可決

同意第３号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第４号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第５号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第６号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第７号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第８号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第９号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第10号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第11号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第12号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第13号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第14号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第15号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

同意第16号　屋久島町農業委員会委員の任命について ○○○○○○○○○○○○○○○− 同意

（令和２年　第２回　定例会　最終日）

議案第63号　訴えの提起について ○○○○○○○○○×○○○○○− 可決

議案第64号　屋久島辺地総合整備計画の変更について ○○○○○○○○○○○○○○○− 可決

議案第65号　口永良部島辺地総合整備計画の変更について ○○○○○○○○○○○○○○○− 可決

議案第66号　屋久島町印鑑条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第67号　屋久島町職員等の旅費に係る関係条例の整備に関す
る条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第68号　屋久島町後期高齢者医療に関する条例の一部改正に
ついて ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第69号　屋久島町国民健康保険条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第70号　屋久島町国民健康保険税条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第71号　屋久島町介護保険条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第72号　屋久島町営単独住宅管理条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第73号　屋久島町行政手続等における情報通信の技術の利用
に関する条例の全部改正について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第74号　令和２年度屋久島町一般会計補正予算（第４号）につ
いて ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議
長
は
、
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。

（−）

議決結果一覧



屋久島町議会だより令和2年9月　第51号 (18)) 

議決結果一覧・臨時会

議　　案　　名

名員議

議決結果
中
馬
慎
一
郎

眞
邉
　
真
紀

相
良
健
一
郎

岩
山
　
鶴
美

上
村
富
士
高

渡
邊
　
千
護

石
田
尾
茂
樹

榎
　
　
光
德

緒
方
　
健
太

小
脇
　
清
保

日
髙
　
好
作

下
野
　
次
雄

岩
川
　
俊
広

寺
田
　
　
猛

大
⻆
　
利
成

高
橋
　
義
友

議案第75号　令和２年度屋久島町簡易水道事業特別会計補正予算
（第１号）について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第76号　令和２年度屋久島町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第77号　令和２年度屋久島町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第78号　令和２年度屋久島町診療所事業特別会計補正予算
（第１号）について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第79号　令和２年度屋久島町船舶事業特別会計補正予算（第
１号）について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

議案第80号　財産の取得について ○○○○○○○○○○○○○○○− 可決

議案第81号　令和２年度屋久島町一般会計補正予算（第５号）につ
いて ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

発議第３号　屋久島町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の特例に関する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

発議第４号　屋久島町議会議員定数調査特別委員会の設置に関す
る決議について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

陳情第８号　グリホサート散布を禁止する条例の制定を求める陳
情書 ×○×××××××××××××− 不採択

請願第２号　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１
復元、複式学級解消をはかるための、2021年度政府予算に係る
意見書採択の要請について

○○○○○○○○○○○○○○○− 採択

発委第４号　教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充
に係る意見書案について ○○○○○○○○○○○○○○○− 原案可決

　

承
認
案
９
件
、
条
例
案
４
件
、

補
正
予
算
案
１
件
、
同
意
案
１
件

の
計
15
件
。（
す
べ
て
可
決
）

令
和
元
年
度
屋
久
島
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
の
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認

に
つ
い
て

　

歳
出
予
算
に
お
い
て
過
年
度
に

お
け
る
地
域
支
援
事
業
交
付
金
の

返
還
に
係
る
増
額
を
積
立
金
の
減

額
に
て
調
整
す
る
補
正
予
算
を
専

決
処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る

も
の
。

令
和
元
年
度
屋
久
島
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
の
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認

に
つ
い
て

　

歳
出
予
算
に
お
い
て
過
年
度
に

お
け
る
介
護
給
付
費
負
担
金
の
返

還
に
係
る
増
額
を
積
立
金
の
減
額

に
て
調
整
す
る
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る
も

の
。

屋
久
島
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
、
地
方
税
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
公
布
に
伴
い
、
令
和
２
年
度

の
課
税
に
お
い
て
屋
久
島
町
税
条

例
等
の
一
部
を
早
急
に
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
専
決
処
分

し
た
の
で
承
認
を
求
め
る
も
の
。

屋
久
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
専

決
処
分
事
項
報
告
承
認
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
及
び
地
方
税

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
、
令
和
２
年
３
月
31
日
に

そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
、
原
則
と
し

て
、
同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
事
務
処
理
上

早
急
に
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
専
決
処
分
し
た
の
で
承
認

を
求
め
る
も
の
。

令
和
元
年
度
屋
久
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）
の
専
決
処

分
事
項
報
告
承
認
に
つ
い
て

　

町
債
の
同
意
等
額
が
決
定
さ
れ

た
こ
と
、
地
方
交
付
税
等
、
各
種

交
付
金
等
の
確
定
並
び
に
国
県
支

出
金
等
の
一
部
変
更
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
予
算
措
置
を
し
た
。
歳
出

に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係

る
返
礼
品
を
含
む
手
数
料
、
だ
い

す
き
基
金
積
立
金
経
費
の
ほ
か
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て
な

令
和
２
年

第
４
回

令
和
２
年
５
月
1
日

臨
時
会
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臨時会
ど
、
予
算
調
整
を
お
こ
な
っ
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
万

６
，
０
０
０
円
を
追
加
し
、予
算

の
総
額
を
１
１
２
億
３
，８
２
５

万
８
，
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予

算
を
専
決
処
分
し
た
の
で
承
認
を

求
め
る
も
の
。

令
和
元
年
度
屋
久
島
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
の
専
決
処
分
事
項
報

告
承
認
に
つ
い
て

　

県
支
出
金
の
確
定
に
伴
う
減
額

を
保
険
給
付
費
で
調
整
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
，
３
２
１

万
２
，
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予

算
の
総
額
を
18
億
７
１
７
万
７
，

０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
を
専

決
処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る

も
の
。

令
和
元
年
度
屋
久
島
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
の
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認

に
つ
い
て

　

国
庫
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付

金
等
の
確
定
に
伴
う
増
額
を
基
金

積
立
金
な
ど
で
調
整
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
７
万
６
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
14
億
８
，
４
０
０
万
５
，

０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
を
専

決
処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る

も
の
。

屋
久
島
町
商
工
業
安
定
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
専
決
処

分
事
項
報
告
承
認
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
す
る
中
、
屋
久
島
へ
の
団

体
旅
行
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は

キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
観
光
関
連
業
者
、

特
に
宿
泊
業
、
飲
食
業
を
中
心
に

売
り
上
げ
が
前
年
比
で
大
き
く
減

少
し
て
い
る
事
業
者
が
増
加
し
て

お
り
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

支
援
を
行
う
た
め
に
所
要
の
改
正

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
地
方

自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
屋
久
島
町
商
工
業

安
定
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
専

決
処
分
し
た
の
で
承
認
を
求
め
る

も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
専
決
処

分
事
項
報
告
承
認
に
つ
い
て

　

欠
員
に
伴
い
執
行
さ
れ
る
町
議

会
議
員
補
欠
選
挙
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
資
金

繰
り
の
厳
し
い
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
の
商
工
業
安
定
資
金
貸
付

金
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
し
，
財

源
調
整
と
し
て
繰
入
方
式
に
て
予

算
調
整
を
し
て
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
，
８
４
０
万
８
，
０
０
０
円

を
追
加
し
、予
算
の
総
額
を
99
億

６
，３
４
０
万
８
，
０
０
０
円
と

す
る
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た

の
で
承
認
を
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑

大
角
利
成　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
の
実
績
に
つ
い
て
。

福
祉
支
援
課
長
兼
福
祉
事
務
所
長 

　

実
績
と
し
て
、
最
終
的
に
２
，

７
５
９
万
４
，
０
０
０
円
の
利
用

が
あ
っ
た
。

屋
久
島
町
給
水
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
、
納
入
期
限
ま
で
に
水

道
料
金
等
を
納
入
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
た
場
合
に
つ
い
て
、

納
入
期
限
を
延
長
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
電
気
事
業
供
給
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
、
納
入
期
限
ま
で
に
電

気
料
金
を
納
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
た
場
合
に
つ
い
て
、

納
入
期
限
を
延
長
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

出
張
旅
費
の
不
適
切
な
利
用
等

の
責
任
に
鑑
み
、
政
治
的
責
任
を

と
る
べ
く
、
給
料
を
１
０
０
％
、

６
カ
月
間
減
額
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

屋
久
島
町
商
工
業
安
定
資
金
貸
付

条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
す
る
中
、
屋
久
島
へ
の
団

体
旅
行
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は

キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
観
光
関
連
業
者
、

特
に
宿
泊
業
、
飲
食
業
を
中
心
に

売
り
上
げ
が
前
年
比
で
大
き
く
減

少
し
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い

る
事
業
者
が
増
加
し
て
い
る
屋
久

島
町
の
経
済
状
況
を
鑑
み
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
よ

り
強
力
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
屋
久
島
町
独
自
の

貸
付
制
度
で
あ
る
商
工
業
安
定
資

金
に
特
別
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

係
る
も
の
で
あ
り
、
歳
出
予
算
の

主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
は
緊
急

臨
時
雇
用
５
名
分
、
地
域
社
会
貢

献
活
動
助
成
、
特
別
定
額
給
付
に

係
る
経
費
な
ど
を
、
民
生
費
で
は

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
に
係
る
経
費
を
、
衛
生
費

で
は
新
型
感
染
症
防
護
対
策
に
係

る
経
費
を
、
農
林
水
産
費
で
は
園

内
果
実
等
除
去
業
務
委
託
に
係
る

経
費
を
、
商
工
費
で
は
商
工
業
振

興
資
金
利
子
補
給
事
業
補
助
、
商

工
業
安
定
資
金
貸
付
に
係
る
経
費

を
、
土
木
費
で
は
町
道
等
維
持
管

理
業
務
委
託
に
係
る
経
費
を
、
教

育
費
で
は
図
書
カ
ー
ド
配
布
、
給

食
費
補
助
に
係
る
経
費
な
ど
を
計

上
し
た
。
財
源
と
し
ま
し
て
は
、

国
庫
補
助
金
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
な
ど
を
充
当
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
13
億
３
，８
３
６
万
９
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
１
１
３
億
１
７
７
万
７
，

０
０
０
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

石
田
尾
茂
樹　

屋
久
島
町
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
に
つ
い
て
と
屋

久
島
町
電
気
事
業
供
給
条
例
の
一

部
改
正
で
、
猶
予
の
期
間
と
い
う

の
は
、
結
局
１
年
な
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

令
和
２
年
３
月

以
降
の
料
金
か
ら
適
用
し
、
納
期

を
お
お
む
ね
一
か
月
間
延
長
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

日
髙
好
作　

大
学
、
高
校
と
か
退

学
を
も
う
視
野
に
入
れ
て
い
る
人



屋久島町議会だより令和2年9月　第51号 (20)) 

臨時会
が
、
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
ア

ル
バ
イ
ト
も
な
い
、
収
入
が
断
た

れ
て
こ
の
ま
ま
行
く
と
、
も
う
退

学
も
頭
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
方

が
４
割
近
い
報
道
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
本
町
に
お
い
て
も
奨
学
資

金
制
度
が
あ
っ
て
、
島
外
は
月

２
万
円
だ
。
そ
れ
を
、
例
え
ば
半

年
間
に
お
い
て
は
増
額
す
る
。

５
万
円
と
か
緊
急
の
そ
う
い
う
こ

と
で
学
校
に
今
ま
で
ど
お
り
に
通

え
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
よ
う
な

環
境
づ
く
り
と
い
う
の
が
必
要
で

は
な
い
か
。　

教
育
長　

現
在
、
学
生
さ
ん
で
大

変
困
っ
て
い
る
方
も
い
る
状
況
を

鑑
み
、
増
額
も
含
め
て
奨
学
金
を

少
し
支
援
と
い
う
形
で
見
直
す
こ

と
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

眞
邉
真
紀　

屋
久
島
町
電
気
事
業

供
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
町
が
配
電
し
て
い
る
区
域
に

限
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
九
州
電

力
、
安
房
電
気
利
用
組
合
、
農
協

と
納
入
期
限
の
延
期
を
協
議
さ
れ

た
か
。

電
気
課
長　

九
州
電
力
は
、
既
に

３
月
25
日
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

し
て
、令
和
２
年
の
３
月
、４
月
、

５
月
分
の
電
気
料
金
の
支
払
い
を

１
カ
月
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し

て
い
る
。
農
協
、
安
房
電
気
利
用

組
合
は
役
場
と
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
い
く
方
向
で
検
討
は
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
意
第
２
号
、
屋
久
島
町
副
町
長

の
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
５
月
よ
り
２
期
８
年

に
わ
た
り
屋
久
島
町
副
町
長
を
務

め
た
岩
川
浩
一
氏
が
、
令
和
２
年

４
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に

よ
り
退
任
し
た
。
後
任
と
し
て
、

日
髙　

豊
氏
を
副
町
長
と
し
て
選

任
し
た
い
。

　

承
認
案
１
件
、
補
正
予
算
案
１

件
の
計
２
件
。（
す
べ
て
可
決
）

屋
久
島
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
う
専
決
処
分
事
項
報
告
承
認
に

つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
及
び
地
方
税

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
公
布
に
伴
い
、
令
和
２
年

度
の
課
税
に
お
い
て
屋
久
島
町
税

条
例
の
一
部
を
早
急
に
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
専
決
処
分
し

た
の
で
承
認
を
求
め
る
も
の
。

令
和
２
年
度
屋
久
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
宿
泊
事
業
等
へ
の
経
済
支

援
を
予
算
計
上
。
総
務
費
で
は
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
事
業
、
飲

食
店
応
援
事
業
、
水
産
業
振
興
対

策
事
業
、
観
光
関
連
事
業
者
支
援

給
付
金
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業
に
係
る
経
費
な
ど

を
、
衛
生
費
で
は
、
公
共
施
設
清

掃
等
管
理
委
託
、
宿
泊
施
設
使
用

に
係
る
経
費
な
ど
を
計
上
。
財
源

と
し
て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
、
だ
い
す
き
基
金
繰
入
金
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
販
売
収
入

で
調
整
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
７
，
８
５
５
万
２
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

１
１
６
億
８
，
０
３
２
万
９
，
０

０
０
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

小
脇
清
保  

①
入
島
自
粛
を
４
月

８
日
に
発
令
し
た
。
屋
久
島
町
と

し
て
入
島
自
粛
解
除
の
宣
言
を
さ

れ
る
の
か
。

②
商
工
貸
付
制
度
の
予
算
を
２
，

０
０
０
万
円
ほ
ど
計
上
し
運
転
資

金
の
つ
な
ぎ
資
金
と
し
て
は
大
変

重
要
な
貸
付
制
度
だ
と
思
う
。
保

証
人
２
名
と
い
う
の
は
、
不
可
能

だ
と
考
え
る
が
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　

①
６
月

19
日
ま
で
は
、
一
部
の
首
都
圏
、

都
道
府
県
の
不
要
不
急
の
ま
た
ぐ

移
動
は
慎
重
に
行
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
。

産
業
振
興
課
長
（
併
任
）
農
業
委

員
会
事
務
局
長　

②
50
万
円
を
超

え
る
と
な
る
と
金
額
が
大
き
い
と

い
う
こ
と
で
、
保
証
人
を
２
人

と
。
返
済
に
つ
い
て
は
３
年
と
い

う
猶
予
を
つ
け
て
い
る
。

眞
邉
真
紀　

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
２
億

５
，
０
０
０
万
円
ほ
ど
予
算
つ
け

て
い
る
が
、
宿
泊
事
業
所
、
あ
と

ガ
イ
ド
業
の
方
、
こ
ち
ら
の
利
用

料
金
の
ほ
う
も
利
用
が
で
き
る
の

か
。

②
保
健
衛
生
費
、
宿
泊
施
設
使
用

料
の
４
２
０
万
円
と
い
う
具
体
的

な
内
容
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　

①
６
月

の
初
旬
か
ら
取
扱
店
の
募
集
を

始
、
応
募
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
は

全
て
対
象
に
な
る
。

健
康
長
寿
課
長　

②
健
康
観
察
の

た
め
に
一
時
的
に
宿
泊
施
設
に
滞

在
を
す
る
場
合
に
、
宿
泊
施
設
の

宿
泊
料
の
一
部
を
補
助
し
よ
う
と

い
う
も
の
。
町
内
に
在
住
し
て
い

る
方
は
家
の
方
に
高
齢
者
が
い

て
、
ま
た
持
病
を
持
つ
方
が
い

て
、
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

方
が
、
外
出
制
限
行
動
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
宿
泊
施
設
の

利
用
料
の
一
部
支
援
を
す
る
。
自

主
的
な
隔
離
措
置
の
応
援
事
業
と

い
う
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
当
た
る
医
療

従
事
者
、
屋
久
島
で
医
療
を
受
け

よ
う
と
い
う
場
合
に
そ
の
医
療
従

事
者
が
、
家
族
に
感
染
者
が
移
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
自
主
的
に
ホ

テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
に
滞
在
を

し
て
そ
こ
か
ら
ま
た
出
勤
を
し
て

も
ら
う
と
い
う
場
合
の
施
設
の
宿

令
和
２
年

第
５
回

令
和
２
年
５
月
29
日

臨
時
会
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臨時会
泊
料
の
補
助
。

日
髙
好
作　

緊
急
対
策
で
色
ん
な

事
業
が
各
課
出
て
い
る
が
、
担
当

者
を
設
け
て
い
る
の
か
。

政
策
推
進
課
長　

コ
ロ
ナ
対
策
全

般
に
つ
い
て
は
、
政
策
推
進
課
を

中
心
に
関
係
課
と
連
携
を
し
、
協

議
を
し
な
が
ら
実
施
し
て
き
た
。

大
⻆
利
成　

①
観
光
関
連
事
業
の

支
援
給
付
金
の
中
で
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
と
か
、
あ
る
い
は
許
認

可
を
得
て
営
業
し
て
い
る
一
般
公

衆
浴
場
、
い
わ
ゆ
る
尾
之
間
温
泉

は
、
要
綱
の
２
条
の
中
で
、
そ
の

他
町
長
が
特
別
認
め
る
も
の
と
い

う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
該
当
は
し
な

い
の
か
。

②
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
の
件

で
、
現
段
階
で
は
、
本
予
算
通
過

後
、
こ
の
広
告
事
業
放
映
は
い
つ

頃
を
考
え
て
い
る
の
か
。

③
補
正
予
算
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
関

係
で
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
１
億

７
，
８
１
７
万
２
，
０
０
０
円
ほ

ど
計
上
。
だ
い
す
き
基
金
の
取
崩

し
と
い
う
こ
と
非
常
時
に
備
え
て

自
ら
財
政
調
整
基
金
を
積
み
上
げ

て
き
て
い
る
。
財
調
の
充
当
を
考

え
る
こ
と
で
の
議
論
は
な
か
っ
た

の
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　

①
売
上

げ
が
極
端
に
50
％
減
額
し
た
と
か

そ
う
い
う
状
況
で
あ
れ
ば
、
ま
た

町
長
の
判
断
に
よ
っ
て
は
救
え
る

部
分
も
出
て
く
る
。
尾
之
間
温
泉

の
件
が
出
た
が
、
我
々
も
集
落
の

施
設
に
つ
い
て
は
考
え
て
は
お
ら

ず
、
売
上
げ
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
事
業
者
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
。

②
６
月
19
日
以
降
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

副
町
長  

③
当
初
予
算
で
既
に

４
億
円
弱
取
崩
し
を
し
て
お
り
、

今
後
も
、
こ
の
本
年
度
当
初
予
算

で
組
ん
だ
予
算
に
足
り
な
い
分
に

つ
い
て
は
、
後
年
度
も
足
り
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い

う
前
提
の
中
で
、
財
調
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
経
常
的
な
経
費
の

不
足
、
経
常
的
な
財
源
不
足
に
つ

い
て
充
て
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
に
結
論
を
求
め
て
、
自
前
で

持
っ
て
い
る
自
主
的
な
財
源
で
何

が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
だ

い
す
き
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
判

断
を
し
た
。

中
馬
慎
一
郎　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
水
際
対
策
と
い
う
の
が
一
番

の
課
題
だ
。
鹿
児
島
県
と
協
議
し

て
屋
久
島
な
ら
で
は
の
観
光
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

総
務
課
長
（
併
任
）
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長　

水
際
対
策
に
つ

い
て
は
、
屋
久
島
空
港
に
お
い
て

は
、
４
月
24
日
か
ら
だ
と
思
う
。

県
か
ら
の
要
請
が
あ
り
県
職
員
１

名
、
町
職
員
１
名
、
各
到
着
便
ご

と
に
検
温
態
勢
を
取
っ
て
い
る
。

岩
山
鶴
美　

①
事
業
主
は
一
緒
で

名
前
が
違
っ
て
２
店
舗
経
営
し
て

い
る
人
と
か
、
あ
と
お
店
も
２
店

舗
、
３
店
舗
と
か
あ
る
人
た
ち
に

関
し
て
は
。

②
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
の
Ｃ
Ｍ

制
作
費
の
１
０
０
万
円
だ
が
、
こ

れ
は
入
札
か
何
か
に
よ
る
も
の
な

の
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　

①
民
宿

と
か
を
複
数
営
業
し
て
い
る
と
い

う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
容

人
員
を
合
算
し
て
い
た
だ
い
て
、

給
付
金
を
支
給
し
た
い
。

②
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
１
０
０
万

円
の
制
作
費
の
予
算
に
つ
い
て
は

検
討
。　

上
村
富
士
高　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
、
屋
久
島
町
の
観

光
業
界
を
含
め
、
ど
れ
だ
け
の
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
か
、
各
業
種

ご
と
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

な
か
な
か
詳
細
に
つ
い
て

把
握
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
。
屋
久
島
の
現
状
と
い
う
の
が

き
ち
っ
と
全
て
の
産
業
に
お
い
て

ど
の
く
ら
い
の
も
の
が
、
直
接
、

間
接
、
関
連
、
色
々
あ
る
、
精
査

を
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
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編
集
後
記

　

あ
の
悲
惨
な
戦
争
か
ら
75
年
、
日
本
は
広
島
、

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆

国
と
な
り
、
３
１
０
万
人
も
の
尊
い
命
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。	

	
	

	

　
私
た
ち
は
、
戦
争
の
事
実
を
風
化
さ
せ
ず
、
戦

争
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。		

	
	

　
戦
争
か
ら
の
復
興
は
、
奇
跡
と
も
称
さ
れ
日
本

は
経
済
大
国
と
な
り
、
今
日
の
平
和
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。	

	
	

	
	

　

し
か
し
、
平
和
な
日
常
が
令
和
２
年
に
一
変
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
感
染
を
拡
大

し
、
１
月
に
我
が
国
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
累
計
感
染
者
数
は
５
６
，

０
０
０
人
超
え
、
死
者
数
１
，
１
０
０
人
を
超
え

て
い
ま
す
。	

	
	

	
	

　
見
え
な
い
敵
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
う
日
々
と
な
り
、

医
療
体
制
が
脆
弱
な
離
島
は
、
水
際
対
策
を
徹
底

し
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
、
持
ち
込
ま

な
い
た
め
の
体
制
も
含
め
町
、
県
、
医
療
機
関
と

連
携
し
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

の
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
３
密
を
避
け
る
な
ど

の
協
力
が
感
染
症
対
策
に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。	

　
屋
久
島
町
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
!!　

		（
石
田
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議　
　
長　
高
橋　
義
友

　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　
員　
長　
岩
山　
鶴
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　
相
良
健
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
上
村
富
士
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
尾
茂
樹

　
　
　
　
　
　
　

	（
吉
田
沖
か
ら
の
矢
筈
の
朝
日
）

屋久島町
コロナに負けるな!!
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